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２月24日，中学生議会が町議会議場で開か
れました。三和中学校３年生が議長，議員とな
り，中学生の視点で観光や特産品，町の知名度
アップなど６つのテーマについて発言しまし
た。堂々とした態度と真剣な眼差しで熱く提言
する中学生議員に，入江町長も真摯に答弁しま
した。

中学生議会で町への提言
今月の表紙
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ふれあい号の廃止
平成29年４月から本町の公共交通が変わります

各戸に周知用ポスターを配付しますので，そちらもご覧ください。

○平成29年４月１日から，ふれあいバスは
　①油木～豊松線　　②町立病院～豊松線　③呉ヶ峠～油木線の３路線を運行します。

①ふれあいバス３路線を運行

○ふれあいタクシー対象者で，町外医療機関へ通院する場合に利用できます。
○料金10,000円までは半額個人負担。10,000円を超える場合は，町が5,000円を上限に負担します。
○申請に必要なもの　・診断書　・印鑑

③町外医療機関外出支援制度を試行

○�神石高原町に住所を有する65歳以上の人で，運転免許証を自主返納した人に，ふれあいタクシー
料金チケット（600円）を50枚（30,000円分）交付します。

④運転免許証自主返納者支援制度を開始

○町内タクシー事業者が雇用した従業員が，第二種免許を取得する際に一部費用を補助します。

⑤タクシー乗務員育成支援制度を開始

○�ふれあい号は，利用者数が減少していること，自宅から目的地まで自分の都合に合わせ
て外出したい方が増えたことなどから，平成29年４月１日から全ての路線を廃止します。

○平成29年４月１日から，今までのタクシーチケットからふれあいタクシーに変わります。

②ふれあいタクシー試行運行を開始

＜ふれあいタクシーの概要＞

対 象 者

神石高原町に住所を有し，次のいずれかに該当する人
○満 75歳以上の人　○身体障害者，療育，精神障害者保健福祉の手帳交付の人
○特定疾患医療受給者証交付の人　○介護保険法の要介護，要支援者（総合事業含む）
○満 75歳未満で運転免許証を返納した人　○その他町長の認める人

利用目的 ◦町内であればどこでも（通院，買い物，食事など）行くことができます。
利用料金 ◦１乗車 600円以下で利用できます。600円を超える料金は町が補助します。　　
利用回数 ◦利用回数の制限はなく，何度でも利用できます。

○申請に必要なもの
　・写真（３㎝×４㎝で申請前６カ月以内に撮影したもの。役場でも撮影できます。）
　・対象資格要件に該当する各種証明（申請者が交付を受けている各種証明）　・印鑑
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vol.4
「人権」とは「全ての人々
が生命と自由を確保し，それ
ぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく
生きる権利で，生まれながら
に持つ権利」であり，だれに
とっても身近で大切なもの，
日常の思いやりの心によって
守られるものです。
今回の「シリーズ　人権を
考える」では，「障害のある人」
についてお伝えします。

障害のある人
障害者を特別視するのではなく，一般社会の中で普通の生活
が送れるような条件を整えるべきであり，共に生きる社会こそ
ノーマル（普通）な社会であるという考え方を，ノーマライゼー
ションといいます。障害のある人を含むすべての人々にとって
住みよい平等な社会づくりを進めていくためには，国や地方公
共団体が障害のある人に対する各種施策を実施していくだけで
なく，社会のすべての人々が障害のある人について十分に理解
し，必要な配慮をしていく事が必要です。
（公益財団法人人権教育啓発推進センター資料，

法務省－主な人権課題－より引用）

２月14日，三和公民館で男女共同参画研修会（神石
高原町男女共同参画推進事業実行委員会主催）が開催
され，防災・被災者支援地域女性ネットワーク代表の
香川恭子さんから「多様なニーズに配慮した防災・減

災のまちづくり―男女共同参画の視点から―」と題してご講演
いただきました。平成26年８月に広島市で発生した豪雨土砂
災害での支援活動などを通して，防災における女性の視点・参
画の重要性，日ごろのつながりや平常時から男女共同参画に取
り組むことの大切さについてお話しいただきました。講演後，
避難所で実際にあった事例を基に対応方法などを各グループで
話し合い研修を行いました。

男女共同参画研修会を開催
～防災における女性の視点・参画の重要性を学ぶ～

2
月
23
日
、
油
木
小
学
校
で「
人
権
の
花
」感
謝
状

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
10
月
人
権
擁
護
委
員

か
ら
贈
呈
さ
れ
た
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
球
根
を
児
童
が
大
切

に
育
て
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
、
人
権
擁
護
委
員
の
松

岡
純
夫
さ
ん
、
横
山
礼
子
さ
ん
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品

が
児
童
に
贈
呈
さ
れ
、
児
童
を
代
表
し
て
、
３
年
生
の

岡　
唯
央
里
さ
ん
か
ら「
花
を
咲
か
せ
る
の
は
大
変
だ

け
ど
、
き
れ
い
な
花
が
咲
く
と
水
を
か
え
た
り
お
世
話

を
し
て
き
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、

い
ろ
い
ろ
な
お
世
話
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
贈
呈
式
の
後
、

男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
し
た
手
作
り
紙
芝
居「
男

は
職
場
、
女
は
家
庭
っ
て
本
当
？
」の
読
み
聞
か
せ
が

あ
り
ま
し
た
。

「
人
権
の
花
」運
動

～
花
を
育
て
た
よ
う
に
、

�

優
し
い
心
で
友
達
に
接
し
て
い
こ
う
～
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～ゴミや油を流さないで～ ～異物を流さないで～

～薬品類は流さないで～

～各マスの清掃を心がけましょう～

～髪の毛は流さない　　
　　ようにしましょう～

◦�魚の骨・はし・野菜くずや食べ残しを流すと，
詰まりや排水があふれる原因となります。ま
た，シンク排水口の網は必ず設置して使用し
ましょう。
◦�天ぷら油・廃油などは，洗剤や石けん類と化
合して「固まり」となり，管を詰まらせる原
因となります。絶対に流さないでください。

◦�紙おむつ・下着・ハンカチ・生理用品・ウエッ
トティッシュ・プラスチック／ビニール製品・
タバコなどの異物が，ポンプに挟まって動か
なくなる事故が頻発しています。
　�トイレットペーパー以外の異物は流さないで
ください。

◦�汚水の浄化は，「微生物」が行っています。
消毒薬・農薬などの薬品類や機械油・毒物な
どは，微生物の死滅や重大な事故を招く恐れ
がありますので，絶対に流さないでください。

◦�宅地内にあるクリーンマスやトラップマス
は，定期的に清掃しましょう。

◦�排水管に髪の毛を流すと詰まりを起こすこと
があります。

集落排水（下水）をご利用の皆さまへ（お願い）
集落排水処理施設へは，「流せるもの」と「流してはいけないもの」があります。異物な

どの混入によって，排水のあふれ，施設の故障，浄化機能のストップなどさまざまな不具
合が発生します。どうか，正しいご使用にご協力をお願いします。

お問い合わせ先　環境衛生課　☎89-3336

台　所 トイレ

その他
お風呂
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地
域
お
こ
し
協
力
隊

�
松
井　
二
葉

そ
の
41

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
先
日
神
石
地

区
で
行
わ
れ
た
文
化
連
盟
の
総
合
文
化

祭
を
観
覧
に
行
き
ま
し
た
。
文
化
祭
の

演
目
が
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
の
に
は
驚

き
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
皆
さ
ん
い
ろ
い
ろ

な
習
い
事
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

習
い
事
は
生
活
の
中
で
の
心
の
余
裕
の

部
分
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
人
が
そ
れ
に
参
加
す
る
の
は
と
て
も

豊
か
な
感
じ
が
し
ま
す
。
習
い
事
の
み

な
ら
ず
何
で
も
興
味
を
ひ
か
れ
る
事
に

は
全
力
で
す
。
先
日
は
小
野
地
区
で
日

本
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
作
り
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
生
を
楽
し
ん

で
い
る
な
ぁ
、
と
思
い
ま
す
。

こ
の
人
生
の
豊
か
な
楽
し
み
を
地

域
づ
く
り
に
繋
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
も
い
ま
す
。
今
、
来
見
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
で
月
に
２
回
茶
道
を
習
っ
て
い
ま

す
。
地
域
住
民
の
交
流
を
目
的
に
し
た

地
域
を
回
っ
て
ツ
ー
リ
ズ
ム
素
材
に

な
る
地
域
資
源
を
探
し
て
い
ま
す
。
今

興
味
を
ひ
か
れ
て
い
る
の
は「
巨
木
」。

昨
年
の
夏
ご
ろ
に
た
ま
た
ま
滝
口
進
著

の『
広
島
県
北
の
巨
樹
」と
言
う
本
を

手
に
取
り
、
町
内
に
も
巨
木
と
言
わ

れ
る
樹
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
知
り
ま
し

た
。
ま
だ
思
い
つ
い
た
ば
か
り
で
す
が
、

ま
ず
は
記
載
さ
れ
て
い
る
巨
樹
を
ひ
と

つ
ず
つ
回
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
人
知
れ
ず
育
っ
て
い
る
大
樹
を
ご

存
知
の
方
は
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
来
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

大
学
」の
活
動
の
一
環
で

す
。
只
今
４
月
か
ら
の
受

講
生
を
絶
賛
募
集
中
で

す
。
も
ち
ろ
ん
地
域
外
の

方
も
大
歓
迎
で
す
よ
。
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

仲
間
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
教
室
の
内
容
は
プ
ラ

ザ
な
ど
に
設
置
の
ラ
ッ
ク

に
配
架
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
な
ま
ず
サ
ミ
ッ
ト
で

�

文
化
交
流

「
な
ま
ず
」を
活
用
し
て
町
お
こ
し
を
行
っ
て
い
る
日
本
全
国
の
自
治
体
と
連
携

し
た
初
の「
全
国
な
ま
ず
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
７
in
吉
川
」が
２
月
18
日
、
埼
玉
県
吉

川
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
な
ま
ず
に
ゆ
か
り
の
あ
る
７
つ
の
自
治
体
・
団
体
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
油
木
高
等
学
校
の
ナ
マ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

全
国
に
発
信
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
な
ま
ず
に
関
す
る
歴
史
や
文
化
を
紹
介
し
、

更
に
な
ま
ず
料
理
の
認
知
度
向
上
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
な
ま
ず

料
理
の
試
食
、
ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
、
油
木
高
等
学
校
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
科
２

年
生
生
徒
３
名
に
よ
る「
休
耕
田
を
活
用
し
た
新
産
業
の
創
出
で
挑
戦
」と
題
し
た

事
例
発
表
も
行
い
、
高
校
生
の
活
動
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
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旬の食材を食べましょう

神石高原町食育推進ネットワーク協議会　食生活改善部会

食育
ミニ知識 毎月19日は食育の日

神
石
高
原
町
立
病
院
移
転

新
築
候
補
用
地
選
定
委
員
会
開
催

お
問
い
合
わ
せ
先 

保
健
課
病
院
事
業
係 

☎
８
９-

３
３
８
０

町
で
は
神
石
高
原
町
立
病
院
の
移
転
新
築
に
向
け
、

平
成
29
年
２
月
に
神
石
高
原
町
立
病
院
移
転
新
築
候

補
用
地
選
定
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
の
各

種
団
体
の
代
表
な
ど
で
組
織
し
た
委
員
が
、
候
補
用

地
に
つ
い
て
協
議
検
討
し
用
地
の
交
渉
順
位
を
決
定

し
、
２
月
27
日
、
宮
野
委
員
長
か
ら
町
長
へ
結
果
報

告
書
を
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
委
員
会
の
概
要
、

選
定
結
果
報
告
書
を
本
庁（
総
務
課
）、
各
支
所
、
保

健
課
へ
備
え
て
お
り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

神
石
高
原
町

�
教
育
振
興
計
画
を
策
定

教
育
振
興
計
画
は
、
本
町
の
教
育
行
政
の
基
本

計
画
と
な
る
も
の
で
す
。

現
在
の
計
画
が
本
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
社
会

教
育
委
員
、
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る
策
定
委
員

会（
中
西
正
一
委
員
長
）で
審
議
を
行
い
、
新
た

な
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
町
の

第
２
次
長
期
総
合
計

画
を
踏
ま
え
、
平
成

29
年
度
か
ら
36
年
度

ま
で
の
８
年
間
を
見

据
え
た
長
期
計
画
で

あ
り
、「
未
来
を
拓

く
人
と
文
化
の
創
造

～
故
郷（
ふ
る
さ
と
）

を
愛
す
る
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
～
」

を
基
本
理
念
に
各
教

育
行
政
施
策
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

暖かくなり，春の食材を見かけるようになりました。春が旬の食材というと何を想像されるでしょ
うか。例えば，タケノコ，三つ葉，ぜんまい，アスパラガス，カリフラワーなどが旬です。
春の食材は苦みや香りが強いのが特徴です。芽吹いた芽が，成長の妨げとなる害虫から身を守るため

だともいわれていますが，実はこの苦み成分は，私たちの身体にも良い効果をもたらします。成分に含
まれる抗酸化作用によって，冬の間蓄積してしまった老廃物や脂肪を浄化して
くれるのです。
現在は栽培技術が進み，季節を問わず食材が手に入る時代になりました。
便利ではありますが，旬の食材は先ほど紹介したように栄養が優れているう
え，新鮮，安価，環境負荷削減といった利点もあります。
旬の食材を積極的に食べて，心も身体も元気に過ごしましょう。

お
問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
係　
☎
８
９-

３
３
４
１
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トピックス&ニュース

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
福
山
地
区
大
会
で
優
秀
賞
受
賞

来
見
の
環
境
守
り
隊
～
4
年
生
総
合
的
な
学
習
～

児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
　
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
？

「
子
ど
も
司
書
」認
証
式
で
取
り
組
み
を
発
表

第
36
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
福
山
地
区
大
会（
広
島
法
務
局
・
広

島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
主
催
）で
、
神
石
高
原
中
学
校
１
年
生
の
高
石
若
葉
さ

ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
、
人
権
擁
護
委
員
の
松
岡
純
夫
さ
ん
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
次
世
代
を
担
う
中
学
生
に
人
権
問
題
に
つ
い

て
の
作
文
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
基
本
的
人
権
の
重
要
性
を
正
し
く
理
解

来
見
小
学
校
4
年
生
は
、
地
域
の
ゴ
ミ
拾
い
活
動
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
道
端
に
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
ゴ
ミ
が
多
く
落
ち

て
お
り
、
児
童
た
ち
は
も
っ
と
ゴ
ミ
を
減
ら
し
た
い
と「
来
見

２
月
24
日
、
三
和
公
民
館
で
児
童
虐
待
防
止
対
策

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
児
童
虐
待
防
止
活
動
を
続

け
て
い
る
広
島
県
公
認
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー　
安
芸
戦
士

メ
ー
プ
ル
カ
イ
ザ
ー
さ
ん
が
、「
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に　

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
」と
題
し
て
、
ご
自
身
の
体

験
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

虐
待
を
防
ぐ
に
は「
親
子・地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
」「
愛
情
を
子
ど
も
に
し
っ
か
り

与
え
る
こ
と
」「
ス
ト
レ
ス
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
く
こ
と
」が
大
切
で
あ
り
、
地
域
や
関
係
機
関

は「
子
ど
も
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に
は
そ
の
親
を
笑
顔

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
思
い
に
立
っ
て
、
子

育
て
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」と
再
確
認
し

ま
し
た
。

町
で
は
、
学
校
や
地
域
で
読
書
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を

広
め
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、
本
が
好
き
で

読
書
に
興
味
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に「
子
ど
も
司

書
」養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
油
木
小

学
校
６
年
生
の
井
原
梓
さ
ん
、
藤
井
明
香
里
さ
ん
が
受
講

し
、 

昨
年
６
月
か
ら
シ
ル
ト
ピ
ア
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
で
本

の
整
理
や
分
類
の
仕
方
、
お
す
す
め
本
の
ポ
ッ
プ
作
り
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
図
書
館
司
書
の
仕
事
を
具
体
的

に
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
で
も
読
書
活
動
の
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
意
欲
的
に
行
い
、２
月
４
日
に
は
、

の
環
境
守
り
隊
」と
し
て「
新
聞
」

「
看
板・ゴ
ミ
箱
」「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
」

の
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
ご
み
調
査
・

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ま
と
め
た
新
聞

の
作
成
や
、
地
域
の
施
設
や
お
店
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、ポ
イ
捨
て
防
止
の
看
板
設
置
、

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
の
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
行
い
、
快
く

引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
々
の
優
し
さ
に
児
童
た

ち
は
感
激
し
て
い
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
や
新
聞
は
く
る
み
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、井
関
郵
便
局
な
ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
に
よ
る
認
証
式
に
参
加
し
、
県
内
の
代
表
５
校
の
１
校
と
し
て
、
養

成
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
や
学
校
で
の
活
動
の
様
子
を
発
表
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
広

島
県
教
育
長
よ
り「
こ
ど
も
司
書
」の
認
定
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
今
後
、
読
書

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
学
校
や
地
域
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
、
福
山
地
区

（
福
山
市
・
府
中
市
・
神
石
高
原
町
）内
27
校

か
ら
２
，６
５
１
作
品
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。

高
石
さ
ん
の
作
品「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
思

い
で
」に
は
、
近
所
に
住
む
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

の
思
い
で
や
福
祉
体
験（
老
人
ホ
ー
ム
）で
学

ん
だ
こ
と
、
高
齢
者
を
思
い
や
る
心
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

トピックス&ニュース
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輝 き神 石 高 原 農 委 10号

10号

輝
き

平
成
28
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
12
月
18
日
に
農
業
委
員
の

任
期
満
了
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
神
石
高
原
町
は
、
12
月
19
日
か
ら
新
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新

体
制
で
は
農
業
委
員
14
名
、
新
設
さ
れ
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
14
名
で
す
。【
任
期
】平
成
31
年
12
月
18
日

農
業

委
員
会
だ
よ
り

神
石
高
原
農
委

安
田
・
仙
養
西
・
仙
養
東

い
ち
ば
・
東
油
木
・
南
油
木

井上　賢市（油木）

城
山
・
西
油
木

小里千惠子（油木）

上
豊
松
・
笹
尾

大垰　益旨（上豊松）

下
豊
松
・
有
木

小坂　　貢（有木）

小
野
・
源
流
の
里
し
ん
さ
か

正木　正二（新免）

古
川
・
高
光
・
福
永

伊勢村春行（古川）

相
渡
・
な
が
の
村
・
南

職務代理
伊勢村正治（相渡）

牧
・
草
木
・
田
頭

圓道タミ子（牧）

時
安
・
坂
瀬
川

向　　靖弘（時安）

小
畠

若林　宏明（亀石）

井
関
大
矢

立原　孝生（井関）

上
・
父
木
野

小川　玲子（上）

高
蓋
・
木
津
和

会　長
佐伯　知省（階見）

美田　雅彦（安田）

農業委員のみなさんを紹介します
＊写真右側は振興会名　＊写真下側（　　）内は住所地 ※敬称略
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油
木
豊
松
地
区

神
石
三
和
地
区

い
ち
ば
・
東
油
木
・
南
油
木

田村　哲郎（油木）

安
田
・
仙
養
西
・
仙
養
東

今井　正勝（近田）

城
山
・
西
油
木

矢田貝幹輝（油木）

上
豊
松
・
笹
尾

酒井　剛之（笹尾）

下
豊
松
・
有
木

三原　正義（下豊松）

小
野
・
源
流
の
里
し
ん
さ
か

赤木　照章（小野）

古
川
・
高
光
・
福
永

三町　秀美（高光）

相
渡
・
な
が
の
村
・
南

坂本　正文（永野）

牧
・
草
木
・
田
頭

横儀　秋弘（草木）

時
安
・
坂
瀬
川

江草　栄治（坂瀬川）

小
畠

山内　功雄（阿下）

井
関
大
矢

川上　　恵（井関）

上
・
父
木
野

中岡　拓馬（父木野）

高
蓋
・
木
津
和

小寺　寛治（木津和）

農地利用最適化推進委員のみなさんを紹介します
＊写真右側は振興会名　＊写真下側（　　）内は住所地 ※敬称略
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農業委員会女性部の取り組み
子どもたちが土に親しみ，収穫作業をとおして農業の喜びを経験
～遊休農地を利用してサツマイモの植え付けから収穫まで～

平成28年度神石高原町農業委員会女性部は，遊休農地を利用して子どもたちとサツマイモを植え収
穫しました。

耕作放棄地や遊休農地の解消は，少子高齢化と過疎化が進む中山間地域で大きな問題となっています。
この取り組みの目的は遊休農地を利用して「子どもたちが土に親しみ，収穫作業をとおして農業の喜

びを経験する」ということで，今年で５年目になります。
参加した子どもたちは，三和小学校１・２年生33名と町内の子どもたち10数名で２回に分けて芋植え

や芋掘りをしました。大きい芋がたくさん収穫でき，子どもたちも大喜びで，蒸かした芋を試食しました。
参加した子どもたちは家に持ち帰り，家族と一緒に食べたり，昨年同様町内の保育所，幼稚園，小中

学校へ配り調理実習などに利用していただきました。

神
石
高
原
町
農
業
委
員
会

は
、
平
成
28
年
12
月
に
農
業

委
員
会
法
に
基
づ
く
再
編
が

行
わ
れ
、
農
業
委
員
14
名
、

農
地
最
適
化
推
進
委
員
14
名

の
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
き
め
細
や
か
な

農
地
の
見
守
り
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
新
体
制
の
農
業

委
員
会
は
、
今
ま
で
以
上
に

農
業
委
員
会
の
取
り
組
み

皆
さ
ま
の
農
地
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
平
成
21
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
は
、
荒
廃
地
を
Ａ
と
Ｂ
に
分
類
し
、
再
生
可

能
な
農
地
は
有
効
利
用
を
地
権
者
の
方
と
模
索
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
Ｂ
分
類（
再
生
困
難

農
地
）に
つ
い
て
は
、
所
有
者
の
同
意
の
も
と
に
非

農
地
と
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
で
は
遊
休
農
地
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
も
、
農
地
所
有
者
か
ら
の
農
地
の
貸
し
借

り
や
譲
渡
・
転
用
・
売
買
な
ど
の
申
請
に
つ
い
て
積

極
的
に
相
談
を
受
け
、
中
間
管
理
事
業
の
利
用
や
農

業
法
人
・
個
人
へ
の
賃
貸
借
、
そ
の
他
転
用
も
含
め

て
、
し
っ
か
り
と
調
査
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

「
農
地
を
守
る
」「
地

権
者
を
守
る
」「
地
域
を

守
る
」の
精
神
を
持
っ
て
、

神
石
高
原
町
の
農
地
を

守
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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※詳しくは，JA窓口または農業委員会（☎89－3350）にご相談ください。

農業者年金で
生涯所得の確保を！

農業者年金に加入すれば～農業者年金の支給額（年額）の試算

※この試算は，65歳までの運用利回りが2.5％，65歳以降の予定利率が0.50％となった場合の試算で
す。制度発足以降13年間（H26まで）の運用利回りの平均は，年率3.00%です。予定利率は，毎年度農
林水産省告示により定められ平成28年度は0.50%です。

※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。

　農業者年金の保険料は２万円から６万７千円まで（千円単位で）加入者が自由に選択できます。また，
保険料の額はいつでも見直しできます。
　加入期間が短くても保険料を増やすことで豊かな老後に備えることができます。
※脱退も自由ですが，脱退された場合でも脱退一時金としてではなく，将来，年金として支給されます。

●あなたの老後生活への備えは十分ですか？
●年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
●老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。

加入年齢 加入年数
保険料月額
4万円の場合

保険料月額
6万7千円の場合

40歳

50歳

20年

10年

男性

女性

男性

女性

62万円

52万円

28万円

23万円

103万円

87万円

46万円

39万円

農業者年金  へは…

年間60日以上
農業に従事 60歳未満

国民年金
第１号

被保険者
国民年金保険料
納付免除者を除く。

の方ならどなたでも加入できます。

月々の保険料を大きくすることで将来の支給額を増やせます

農業者年金で
生涯所得の確保を！
農業者年金で
生涯所得の確保を！
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福　

祉　

課�

☎
８
９-

３
３
３
５

●
届
け
出
に
必
要
な
も
の

　
◦
国
保
加
入

　
　
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
・
印
鑑

　
◦
国
保
脱
退

　
　

�

新
た
に
加
入
し
た
健
康
保
険
証
・
現
在
お
持

ち
の
国
保
の
保
険
証
・
印
鑑

●�
そ
の
ほ
か
に
も
、
こ
ん
な
と
き
は
14
日
以
内
に

届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
◦
家
族
の
方
が
増
え
た
と
き
や
減
っ
た
と
き

　
◦�

生
活
保
護
を
受
け
た
と
き
、
受
け
な
く
な
っ

た
と
き

　
◦
住
所
を
変
え
た
と
き

　
◦�

世
帯
主
が
変
わ
っ
た
と
き
、
ま
た
は
世
帯
を

分
け
た
り
一
緒
に
し
た
と
き

　
◦
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

●
届
け
出
場
所　
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課

　
神
石
高
原
町
で
は
、
国
保
加
入
者
の
医
療
費

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
ま
た
、
国
保
財
政

の
健
全
化
の
た
め
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー
ド
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
総
医
療
費（
医
療
費
の
10
割
）

は
約
８
億
３
４
０
０
万
円
で
、
薬
（
調
剤
）
の

占
め
る
割
合
は
約
20
％
の
約
１
億
６
８
０
０
万

円
に
な
り
ま
す
。

　
神
石
高
原
町
国
保
で
ジ
ュ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

が
処
方
さ
れ
た
数
量
割
合
は
、
平
成
29
年
１
月

時
点
で
年
間
平
均
68・９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼�

国
民
健
康
保
険
へ
の

　
届
け
出
は
お
済
で
す
か
？

▼�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
推
進
課�

☎
８
９-

３
３
３
２

町
で
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
役
場

の
窓
口
で
行
う
手
続
き
な
ど
の
行
政
情
報
や
、
地
域
の
生

活
情
報
な
ど
を
掲
載
し
た
冊
子「
神
石
高
原
町
く
ら
し
の

便
利
帳
」を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
便
利
帳
は
、
町
が
株
式

会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
提
供

し
、
同
社
が
町
内
の
事
業
所
や
団
体
な
ど
か
ら
募
集
す
る

広
告
掲
載
料
で
編
集
・
印
刷
・
製
本
を
し
て
、
町
内
の
全

世
帯
に
配
布
を
す
る
官
民
協
働
の
事
業
で
す
。

発
行
は
７
月
で
8
月
か
ら
順
次
町
内
に
無
料
で
配
布
す

る
予
定
で
す
。

広
告
募
集
の
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
広
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
山
陽
支
店

　
　
☎
０
８
４
‐
９
８
２
‐
５
５
５
７

　
規　
　
格　
Ａ
４
版
、
カ
ラ
ー
印
刷
、
60
ペ
ー
ジ
程
度

　
発
行
部
数　
５
，０
０
０
部

　
発
行
時
期　
平
成
29
年
７
月
予
定

▼�「
神
石
高
原
町
く
ら
し
の
便
利
帳
」

　
協
働
発
行
に
向
け
て

医療費の割合

外来
調剤

入院

食事負担

歯科

訪問看護

４
月
は
、
就
職
や
退
職
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

就
職
し
て
新
し
く
職
場
の
社
会
保
険
に
加
入

し
た
方
、
あ
る
い
は
退
職
し
て
職
場
の
社
会

保
険
を
や
め
た
方
は
、
国
民
健
康
保
険
へ
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。
自
動
的
に
変
更
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
町
民
課
で
必
ず
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

※�

病
気
や
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

替
え
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー
ド
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ
る

広
島
県
薬
剤
師
会
の
お
薬
相
談
電
話
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

町からのお知らせ
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福　

祉　

課�

☎
８
９-

３
３
３
５

●
特
別
障
害
者
手
当

【
対
象
者
】

　
20
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重
度
の
障
害
の
程

度
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要

と
す
る
方
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑴
身
体
障
害
者
療
護
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

⑵
病
院
な
ど
に
継
続
し
て
３
カ
月
以
上
入
院
ま
た
は
入
所
さ
れ
た
と
き
。

【
手
当
の
額
】

　
月
額
２
６
，８
３
０
円
（
手
当
額
は
、
通
常
年
１
回
改
定
さ
れ
ま
す
。）

●
障
害
児
福
祉
手
当

【
対
象
者
】

　
20
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障
害
の
程
度
の
状
態

に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
方
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
に
は
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑴
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
。

⑵
肢
体
不
自
由
児
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

【
手
当
の
額
】

　
月
額
１
４
，６
０
０
円
（
手
当
額
は
、
通
常
年
１
回
改
定
さ
れ
ま
す
。）

＊
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
が
一
定
以
上
あ
る
場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
届
出
】

　
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
、
認
定
の
請
求
を
し
た
時
と
状
況
が

変
わ
っ
た
場
合
に
は
届
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
・
住
所
、
氏
名
な
ど
が
変
わ
っ
た
と
き
。

　
・
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
。
な
ど

＊�

届
出
が
遅
れ
た
り
、
届
出
を
行
わ
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
手
当
の
支
給
が
遅
れ
た
り
、
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
手
当
の
支
払
い
】

　

手
当
は
認
定
を
受
け
る
と
、
認
定
請
求
を
し
た
翌
月
分
か
ら
２
、５
、

8
、
11
月
の
年
４
回
に
分
け
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�
特
別
障
害
者
・
障
害
児
福
祉
手
当

▼�

平
成
29
年
度
予
防
接
種
事
業
ス
タ
ー
ト
！

▼�

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
に
つ
い
て

保　

健　

課�

☎
８
９-

３
３
６
６

福　

祉　

課�

☎
８
９-

３
３
３
５

町
内
の
医
療
機
関
に
お
け
る
小
児
予
防
接
種
を
鈴
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
吉
實
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は
４
月
か
ら
、
町
立
病
院
で
は
５
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
接
種
日
の
前
々
日（
役
場
の
２
開
庁
日
前
）ま
で
に
お

電
話
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
始
日
（
実
施
日
）

　
神
石
高
原
町
立
病
院　
５
月
11
日
～　
（
毎
週
木
曜
日
）

　
鈴
木
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　
４
月
12
日
～　
（
毎
月
第
２
、
第
３
水
曜
日
）

　
吉
實
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　
４
月
５
日
～　
（
毎
月
第
１
、
第
４
水
曜
日
）

※�

具
体
的
な
実
施
日
程
・
対
象
疾
病（
ワ
ク
チ
ン
）に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

※�

ご
予
約
は
お
手
元
に
母
子
手
帳
を
も
っ
て
電
話
を
さ
れ
る
か
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参

の
上
、
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
低
所
得
者
に
対
し
て
、
暫
定
的
・

臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、「
臨
時
福
祉
給

付
金（
経
済
対
策
分
）」が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
対
象
者

　

基
準
日（
平
成
28
年
1
月
1
日
）に
お

い
て
神
石
高
原
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

平
成
28
年
度
分
町
民
税（
均
等
割
）が
課

税
さ
れ
な
い
方
。

※�

た
だ
し
、
以
下
に
該
当
す
る
方
は
対
象

外
で
す
。

　
○�

町
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て

い
る
方
の
扶
養
親
族
等
と
な
っ
て
い

る
方

　
○�

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
の
方

　
　
な
ど

●
支
給
額

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

�

　
１
５
，０
０
０
円　

●
申
請
方
法

　
２
月
下
旬
に
対
象
と
見
込
ま
れ
る
方
へ

「
課
税
さ
れ
て
い
な
い
旨
の
お
知
ら
せ
」

と
と
も
に
緑
色
の
封
筒
で
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
５
月
29
日（
月
）ま
で
に

同
封
の
返
信
用
封
筒（
切
手
不
要
）で
郵

送
い
た
だ
く
か
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

窓
口（
土
日
祝
日
を
除
く
。）で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

町からのお知らせ
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〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場まちづくり推進課「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.hiroshima.jp

あて先
広報神石高原では，みなさまからのお便りや
お知らせ・俳句など，お待ちしております。
みなさまでこのページをご活用ください。

バスケット
ニュース

神
石
高
原

神
石
高
原
町

消
費
生
活
情
報

2月27日，豊松・神
石小学校で元フットサ
ル日本代表キャプテ
ン北原亘さんによる夢
の教室を開催しました。
北原さんは，『夢は人生

を豊かにするもの，最後まであきらめず，努力し
て夢を追いかけてほしい。まわりへの感謝の気持
ちも忘れずに』と自分の体験を交えながら話され
ました。児童たちは，「自分の将来の夢」をノート
に書き，夢に向かって努力することを決意しました。

2月19日，来見
小学校体育館で三
和スポーツ少年団
第39回卓球大会
が行われました。教育長はじめ藤田議員，三和・
来見両小学校長の来賓を迎え三和小支部と来見支
部の卓球部団員43名が力いっぱい練習の成果を
発揮し白熱した大会となりました。新年度スポー
ツ少年団では団員を新たに募集します。卓球の他
にも種目がありますのでスポーツを一緒に楽しみ
ましょう！� （三和スポーツ少年団）

３月３日，油木保育所で年長児童によるお雛祭り
のお茶会が開催されました。いつもとは違う緊張感

の中，子ども
たちは一年間
の練習の成果
を発揮し，お
じいちゃんお
ばあちゃんを
精一杯おもて
なししました。
（油木 Ｃさん）

三和スポ少卓球大会&新入団員募集！夢の教室

お茶会でおもてなし

町
内
で
も
高
齢
者
の
消
費
ト
ラ
ブ
ル
相
談
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
特
に
判
断
能
力
が
不
十
分
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
で
は
…

◦�

一
人
暮
ら
し
で
高
齢
の
母
の
家
を
片
付
け
て
い
た

ら
、
大
量
の
羽
毛
布
団
が
部
屋
に
置
い
て
あ
っ
た
。

母
は
知
ら
な
い
と
言
う
。

◦�

認
知
症
の
母
が
、
健
康
食
品
を
定
期
購
入
し
、
振
込

用
紙
が
何
枚
も
出
て
き
た
。
電
話
勧
誘
さ
れ
た
よ
う

だ
が
、
一
回
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
た
。

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル�

☎
８
９
‐
３
０
８
８

●
巡
回
相
談
日

3
月
23
日（
木
）�

午
前
10
時
～
午
後
3
時 

役
場
神
石
支
所

新
年
度
か
ら
の
支
所
巡
回
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
本
庁
で
は
毎
日
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
を
見
守
る
た
め
に
は

●バドミントン大会（２月５日（日）開催）　
　団体の部　優　勝　三和Ａチーム　準優勝　神石Ａチーム
　個人戦（男子の部）　優　勝　圓道正嗣・田辺大輔 組（神石）
　　　　　　　　　　準優勝　藤原敬弘・若林克宣 組（三和）
　個人戦（女子の部）　優　勝　土居智美・土居知佳 組（三和）
　　　　　　　　　　準優勝　樋口福江・岡本京子 組（三和）
●卓球大会（２月12日（日）開催）
　団体の部　優　勝　三和Ａチーム　準優勝　三和Ｂチーム
　個人戦（一般男子の部）　優　勝　　平田雅和（油木）
　　　　　　　　　　　　 準優勝　　川上公士（三和）
　個人戦（一般女子の部）　優　勝　　砂田あずさ（三和）
　　　　　　　　　　　　 準優勝　　前原由紀（油木）

平成28年度町体協大会結果

な
ど
、
こ
れ
ら
は
相
談
の
一
例

で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
を
防
ぐ
に
は
、

家
族
や
周
囲
の
協
力
が
必
要
で
、

「
見
守
り
」と「
気
づ
き
」が
重
要

で
す
。
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
は
、

高
齢
者
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
や

居
宅
介
護
な
ど
で
関
わ
り
の
あ
る

方
か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

から

消費生活
相談窓口

まちづくり推進課　☎89-3332
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日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月 神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴 木 ク リ ニ ッ ク
☎87-0199  福　永

吉 實 ク リ ニ ッ ク
☎82-0005  油　木

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2260）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

15
16

17
18

21
22
23
24

25

28
29
30

4
5
6

7
8

11
12
13
14

15

18
19
20

21
22

25
26
27
28

3月・4月の休日当番医

4 日

日

日

土

日

9

16

23

29

30

神石高原町立病院

鈴木クリニック

神石高原町立病院

吉實クリニック

神石高原町立病院

3

4

日

月

日

日

19

20

26

2

吉實クリニック

神石高原町立病院

神石高原町立病院

吉實クリニック

4月3月

3
月

4
月

15 水
16 木 はじめまして赤ちゃん応援教室 14：00～ 15：00

� （保健福祉センター）問保健課 ☎ 89-3366
17 金 保育所開放 10：00～ 11：00

� （とよまつ保育所）問☎ 84-2132
家族関係相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

18 土 おひさま広場　わくわくあそび
10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場 ☎ 82-2260
絵本のおはなし会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

19 日 神石高原観光検定
� （三和公民館）問町観光協会 ☎ 85-2201

20 月 幸運仏春季大祭 
� （幸運仏）問幸運仏世話人会 ☎ 84-2239
スカッシュ体験会 9：30～
� （油木コミュニティセンター）
� 問油木公民館☎ 82-0701

21 火 保育所開放 10：00～ 11：00
� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
おひさま広場　DVD上映会
11：00～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場 ☎ 82-2260

22 水
23 木 消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場神石支所）

� 問消費生活相談窓口 ☎ 89-3088
育児相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
町内小学校卒業式 9：30～

24 金
25 土 町内保育所退所式

� （油木保，いずみ保，こばたけ保，くるみ保）
どんぐり幼稚園卒園式

26 日 映画鑑賞会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002
神石高原マルシェ
� （道の駅さんわ 182ステーション上芝生広場）
� 問マルシェ実行委員会 ☎ 82-0288

27 月
28 火 おひさま広場　親子でふれあいあそび

10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場 ☎ 82-2260

29 水
30 木
31 金
1 土 絵本のおはなし会 14：00～

� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002
2 日
3 月
4 火 おひさま広場　ふれあいあそび

10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場 ☎ 82-2260

5 水 行政相談会９：30～ 11：30
（油木コミュニティセンター）

問総務課 ☎ 89-3330
町内保育所入所式（いずみ保，こばたけ保，くるみ保）

6 木
7 金 町内小学校入学式 10：00～

� （来見小・三和小・神石小・油木小）
町内中学校入学式 14：00～

8 土 町内保育所入所式（油木保，とよまつ保）
どんぐり幼稚園入園式

9 日 車輪村（豊松小学校グラウンド　他周辺施設）
� 問町観光協会 ☎ 85-2201

10 月
11 火 おひさま広場　教育資金講座

10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場 ☎ 82-2260
アルコール相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

12 水
13 木 保育所開放 10：00～ 11：00

� （油木保育所）問☎ 82-0906
14 金
15 土 おひさま広場　わくわくあそび

10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場 ☎ 82-2260
絵本のおはなし会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

16 日
17 月
18 火 保育所開放 10：00～ 11：00

� （いずみ保育所）問☎ 87-0099
19 水 保育所開放 10：00～ 11：00

� （くるみ保育所）問☎ 85-3329
20 木 おひさま広場　カフェたいむ

10：30～ 11：30（小畠交流会館）
� 問おひさま広場 ☎ 82-2260

21 金 保育所開放 10：00～ 11：00
� （とよまつ保育所）問☎ 84-2132
家族関係相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

22 土
23 日
24 月
25 火 保育所開放 10：00～ 11：00

� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
心の健康相談 13：00～15：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

26 水 おひさま広場　こいのぼりを作ろう
10：30～ 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場 ☎ 82-2260

27 木 育児相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

28 金
29 土 帝釈峡神龍湖湖水開き

（トレイルセンターしんりゅう湖前）
� 問帝釈峡観光協会 ☎ 86-0123

30 日 映画鑑賞会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

平成29（2017）年 3月 4月
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お
問
い
合
わ
せ 

産
業
課 

☎
８
９
‐
３
３
３
７

安
全
確
認
と
予
防
対
策
で

農
機
の
事
故
を
防
ご
う
！

農
林
水
産
省
の
調
査
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
農
機

操
作
中
に
死
亡
事
故
が
多
い
の
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
や
事
故
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
原
因
だ
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
注
意
で
起
き
る
事
故
の
主
な
原
因

◦�

道
路
か
ら
逸
脱
し
、
水
田
や
用
水
路
な
ど
へ
転
落
ま
た
は
傾
斜
地
に

乗
り
上
げ
横
転

◦�

駐
車
す
る
際
に
サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
忘
れ
、
横
転
し
て
下
敷
き

◦�

農
機
の
重
心
の
変
化
で
バ
ラ
ン
ス
を
失
い
転
落
、
横
転　
な
ど

予
防
対
策

①
低
速
車
マ
ー
ク
や
反
射
板
の
取
り
付
け

　

�

公
道
で
は
、
後
続
車
に
分
か
り
や
す
い
位
置
に「
低
速
車
マ
ー
ク
」

や「
反
射
板
」を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。
運
転
前
に
は
、
マ
ー
ク
や

反
射
板
が
見
え
や
す
い
か
、
汚
れ
て
い
な
い
か
確
認
を
忘
れ
ず
に
。

②�

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
と
安
全
フ
レ
ー
ム
な
ど
の
装
着

　

�

救
命
効
果
の
高
い
安
全
キ
ャ
ブ
や
フ
レ
ー
ム
が
付
い
て
い
る
ト
ラ
ク

タ
ー
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。（
安
全
フ
レ
ー
ム
は
倒
さ
ず
に
使
い
ま

し
ょ
う
。）

　

�

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
機
の
運
転
中
は
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
ブ
レ
ー
キ
連
結
の
確
認

　

�
作
業
前
後
の
道
路
走
行
前
に
必
ず
ブ
レ
ー
キ
を
連
結
し
ま
し
ょ
う
。

寄宿舎お別れ会

全国ユース環境活動発表大会で優秀賞

器楽実習発表会

２年生政治的教養の教育

１月26日，寄宿舎で３年生のお別れ会を開きました。
３年生にとって，新寄宿舎での生活は最後の１年だけで
したが，住みやすくなった環境で楽しく寮生活を送るこ
とができました。集団生活を送る上で苦労したことも

２月４日・５日，
国連大学サステイ
ナビリティ研究所
ウ・タント国際会
議場で，第２回全
国ユース環境活動
発表大会が開催さ

２月１日，３年
生器楽実習選択者
による卒業演奏会
が開かれました。
「ラブ イズ オー
バー」「パッヘル
ベルのカノン」な
ど，これまで練習

2月8日，2学年55名が模擬投票を体験しました。町選
挙管理委員会の方に来ていただいて，広島県知事選挙立
候補者に扮した３名の教員が立合い演説会を開き，生徒
たちが実際の投票箱を使用し投票を行うものです。生徒

あったようで
すが，寮生活
を通して学ん
だ多くのこと
を生かし，卒
業後も力強く
歩んでもらい
たいです。

してきた曲をギター・ピアノ・キーボードで演奏して１
年間の学習のまとめとしました。「ご存知の曲でしたら
一緒に歌ってください」と呼びかける奏者もいて，参加
した先生方が美声を披露する一幕もありました。

れ，産業ビジネス科２年生の高橋里奈さんと森田有咲さ
んが中国ブロックの代表として出場しました。緊張しな
がらも，イノシシの皮から墨汁を作る研究をしっかり発
表し，全国から選ばれた16校の高校の中から，優秀賞
をいただくことができました。

たちは「投票までの
流れがわかった」「案
外難しくなかった」
「投票に行きたいと
思った」と感想を述
べ，有権者としての
心構えを持つことが
できたようでした。
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シルトピアカレッジ図書館だよりをご存知ですか？

図書館の特別展示のご案内や新着情報などを掲載した図書館だよりを１カ月
に１回のペースで発行しています。図書館はもちろん各公民館，支所にも配布
していますので，ぜひご活用ください。

来月の「絵本のおはなし会」
ところ シルトピアカレッジ

図書館内児童図書コーナー

と  き 第1・３（土）ひる２時～

おはなしする人
絵本の会「ゆきんこ」

SUN MON TUE WED THU FRI

* * * * * * 1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22

24 25 26 27 28 29

SAT

休館日 絵本のおはなし会

2017 4

24
31

23
30

23
30

April

だ
よ
り

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ろ
し
ま
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
」で

�

お
得
に
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
よ
う
！

広
島
県
で
は
、
県
内
市
町
で
協
働
し
、
幅
広
い
年
齢
の
方
に
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
意
欲
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
健
康
づ
く
り
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
り
、
特
典
を
受
け
ら
れ
る
制
度「
ひ
ろ
し
ま
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
」を
、

３
月
10
日（
金
）か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

ひ
ろ
し
ま
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
で

楽
し
く
、
お
得
に
健
康
づ
く
り

○�

歩
数
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
い
つ

も
の
行
動
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
！

○�

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
の
充
実
し
た
特
典
が
も
ら
え
る
！

○�

自
分
の
健
康
づ
く
り
の
振
り
返
り
や
、

楽
し
く
ゲ
ー
ム
感
覚
で
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
！

制
度
の
詳
細
は
、

■�

ひ
ろ
し
ま
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
に

　
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
�

広
島
県
健
康
福
祉
局
地
域
包
括
ケ
ア
・

高
齢
者
支
援
課　
健
康
長
寿
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
２
１
４

■
Ｈ
Ｍ
カ
ー
ド
の
取
得
に
関
す
る

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
医
師
会
Ｈ
Ｍ
カ
ー
ド
係

　
☎
０
８
２
‐
５
６
８
‐
２
１
１
７

■
参
加
資
格　
18
歳
以
上
の
方

■
Ｈ
Ｍ
カ
ー
ド
の
取
得
方
法　

①�

Ｈ
Ｍ
カ
ー
ド
の
申
請
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク

セ
ス

②�

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
場
所
と
な
る
発

行
機
関
や
受
取
日
を
選
ん
で
、
必
要

事
項
を
入
力
し
て
申
請
し
ま
す
。

③�

②
で
選
ん
だ
発
行
機
関
で
、
Ｈ
Ｍ

カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

（
要
本
人
確
認
）

期間限定でのカープデザインの
ＨＭカードは３月31日（金）まで

間もなく大賞発表！2017年本屋大賞ノミネート作品！

2017年本屋大賞ノミネート作が発表されました！今年も力作ぞろいの候補
作の中，大賞に輝くのは一体どの作品でしょうか？大賞の発表は４月11日。
皆さんも候補作を読んで，大賞を予想してみてください。

『ｉ』� 西　加奈子／著
『暗幕のゲルニカ』� 原田　マハ／著
『桜風堂ものがたり』� 村山　早紀／著
『コーヒーが冷めないうちに』� 川口　俊和／著
『コンビニ人間』� 村田　沙耶香／著
『ツバキ文具店』� 小川　糸／著
『罪の声』� 塩田　武士／著
『みかづき』� 森　絵都／著
『蜜蜂と遠雷』� 恩田　陸／著
『夜行』� 森見　登美彦／著

本屋大賞ノミネート作（作品名五十音順）

検 

索

お問い合わせ
保 健 課

☎89-3366
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３月１日現在　（　）内は前月比

人口	 9,492	人	 （－20）
	男	 4,528	人	 （－12）
	女	 4,964	人	 （－  8）
世帯	 4,020	世帯	（＋  4）

人 口 と 世 帯

ミ
ッ
フ
ィ
ー
の

た
の
し
い
お
花
畑

　
デ
ィ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー
ナ
が
描
く
お
花

と
絵
本
の
世
界
展
。「
花
」「
植
物
」に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。

（
時
）４
月
28
日（
金
）～
７
月
２
日（
日
）

（
場
）ふ
く
や
ま
文
学
館

（
料
）一
般
７
０
０
円

　

 　
高
校
生
以
下
無
料

（
問
）ふ
く
や
ま
文
学
館

　
　
☎
０
８
４
‐
９
３
２
‐
７
０
１
０

お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

●
日
時　
４
月
26
日（
水
）～
27
日（
木
）

　
午
前
９
時
50
分
～
午
後
４
時
50
分

●
場
所　
ま
な
び
の
館
ロ
ー
ズ
コ
ム

●
定
員　
１
９
０
人　
※
先
着

●
お
申
し
込
み　

３
月
13
日（
月
）～
24
日（
金
）

　
広
島
県
消
防
設
備
協
会

　
　
ＦＡＸ
０
８
２
‐
２
４
９
‐
９
４
１
０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
山
地
区
消
防
組
合

　
消
防
局
予
防
課

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
８
‐
１
１
９
２

※�

受
講
申
込
書
な
ど
に
つ
い
て
は
、
日

本
防
火
・
防
災
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

広
島
県
東
部
保
健
所
福
山
支
所
で

は
、
無
料・匿
名
で
相
談・検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ

ズ
患
者
数
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

現
在
、治
療
法
が
進
歩
し
、早
期
発
見・

治
療
に
よ
り
、
エ
イ
ズ
の
発
症
を
予
防

し
た
り
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時　
原
則 

毎
月
第
１
月
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

＊�
６
・
12
月
は
、
夜
間（
午
後
５
時
30

分
～
午
後
７
時
）も
実
施
し
ま
す
。

●
場
所　
広
島
県
福
山
庁
舎
第
３
庁
舎

●
相
談
・
検
査
料　
無
料

＊�

検
査
日
の
前
週
木
曜
日
ま
で
に
予
約

が
必
要
で
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
東
部
保
健
所
福
山
支
所

　
保
健
課　
保
健
対
策
係

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
１
‐
１
３
１
１

�

内
線　
２
４
１
４

　
公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修

協
会
で
は
、
夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事

業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
体

験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や
交
流

を
深
め
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
す
。引
率
指
導
者
も
同
行
し
、

事
前
の
準
備
か
ら
帰
国
ま
で
し
っ
か
り

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も

安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

●�

内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ・学
校
体
験・

英
語
研
修
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
・

文
化
交
流
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動

な
ど

●
日
程

　
7
月
26
日（
水
）～
8
月
16
日（
水
）

　
8
日
間
～ 

18
日
間

＊
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る

●
説
明
会　
全
国
16
都
市
、
5
月
下
旬

�

（
入
場
無
料
・
予
約
不
要
）

●
締
め
切
り　
5
月
26
日（
金
）

�

お
よ
び
6
月
9
日（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　
公
益
財
団
法
人
・

　
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
〒
１
４
１
‐
０
０
３
１

　
東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７
‐
15
‐
４

　
　
☎
０
３
‐
６
４
１
７
‐
９
７
２
１

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w

w
.kskk.or.jp

　
独
立
行
政
法
人
国
際
海
外
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）は
、「
青
年
海
外
協
力
隊
」

「
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
シ

ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
日
系
社
会

シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
募
集
を

行
い
ま
す
。
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術・

知
識
や
経
験
を
開
発
途
上
国
の
人
々
の

た
め
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
期
間

　
3
月
31
日（
金
）～
5
月
10
日（
水
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

　
　
☎
０
３
‐
５
２
２
６
‐
９
８
１
３

＊�

体
験
談
、
説
明
会
な
ど
詳
し
く
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ

検 

索

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

エ
イ
ズ
相
談
・

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
に
つ
い
て

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集

Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
０
１
７
年
度
春
募
集

※�町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険税・第10期分
納期限　３月31日

3 月 の 納 税

暮らし広場
jinsekikougen information
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交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police/
福山北警察署ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police-fukuyamakita/

運転免許更新日のご案内

町内の
交通事故

神石高原町内
事件・事故発生状況

交通事故0の町をめざそう！

人傷事故	 0件
物損事故	 12件

２月分

４月の免許更新日は
７日（金），21日（金）です。

	

名　
前	

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
２
月
届
出
分
）

赤あ
か

澤ざ
わ

優ゆ
う

奈な　
（
小

畠
）（

敬
称
略
）

	

名　
前	

（
自
治
振
興
会
）	　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
２
月
届
出
分
）

　春休みから新学期にかけて，生活環境の変化などに伴い，深夜はいか
いなどの不良行為や，福祉犯罪などの犯罪被害にあうケースが少なくあ
りません。
　子どもたちの変化を気にかけ，非行防止・被害防止に努めてください。
こんな兆候に気を付けて
◦帰宅が遅くなり，夜遊びや外泊が多い
◦服装や髪形が派手になった
◦家族との話を避けたり，嘘をつく
　家庭～子どもの小さな変調を見逃さない
　　　　子どもの規範意識を育てる
　　　　インターネット使用時のルールを決める
　地域～子どもへの声掛けや見守りにより，非行防止や犯罪被害から守る
　　　　子ども達を見守る社会機運の醸成をはかる

４月21日（金）でも一般・違反・初回の方の
免許更新は可能ですが，５月12日（金）に油
木交番で，講習を受けて頂くことになります。

野の

本も
と

秀ひ
で

志し　
（
下
豊
松
）�

87
歳

藤ふ
じ　
井い　
フ
ミ
ヱ　
（
有

木
）�

87
歳

平ひ
ら　
松ま
つ　
ヒ
ナ
ヨ　
（
福

永
）�

91
歳

瀬せ　
尾お　
智ち

津ず

子こ　
（

上

）�

52
歳

萩は
ぎ

原わ
ら

愛あ
い

子こ　
（
い
ち
ば
）�

83
歳

瀬せ

尾お

由よ
し

江え　
（

上

）�

82
歳

田た

島し
ま

明あ
き

人と　
（
草

木
）�

95
歳

村む
ら

上か
み

憲の
り

秋あ
き　
（

牧

）�

69
歳

芳は

賀が

吉よ
し

定さ
だ　
（
小

野
）�
97
歳

末す
え　
本も
と　
フ
ミ
エ　
（
仙
養
東
）�
82
歳

光み
つ　
石い
し　
善ぜ
ん
三ざ
ぶ
郎ろ
う　
（
仙
養
西
）�

80
歳

池い
け

田だ

悦え
つ

治じ　
（
福

永
）�

80
歳

小こ

里ざ
と

光み
つ

至し　
（
西
油
木
）�

95
歳

村む
ら

上か
み

圭け
い

吾ご　
（
い
ち
ば
）�

94
歳

門も
ん　
田で
ん　
静し
ず
太た

郎ろ
う　
（

上

）�

86
歳

行ゆ
き

里さ
と

愛あ
い

子こ　
（
小

畠
）�

87
歳

新し
ん　
屋や　
喜き

美み

惠え　
（
い
ち
ば
）�

87
歳

少年の非行・犯罪被害防止

（
敬
称
略
）

地域全体で子どもたちを守りましょう

高齢者講習未受講者の更新受け付けが出来なくなります
３月12日から未受講者の更新受け付けが出来なくなりましたのでお間違いの
ないようにお願いします。

　
今
年
の
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
バ
イ
ク
は

ポ
ー
ラ
ン
ド
よ
り『STU

N
TER13

』

こ
とR

afal Pasierbek

選
手
が
参

戦
！ 

木
下
真
輔
選
手
、
屋
比
久
大
選

手
と
の
三
つ
巴
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
バ
イ

ク
対
決
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。ま
た
、レ
ー

シ
ン
グ
カ
ー
・
バ
イ
ク
の
展
示
・
デ
モ

走
行
、太
鼓
ユ
ニ
ッ
ト『
我
龍
』ラ
イ
ブ
、

毎
年
恒
例
の
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
カ
ー
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
フ
ー
ド
コ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
ま

す
の
で
、
1
日
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。

●
日
時　
4
月
9
日（
日
）

　
午
前
9
時
～
午
後
3
時
30
分

●�

場
所　
豊
松
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
他
周
辺
施
設

●
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://syarinm
ura.com

/

車
輪
村

～1
0

th A
nniversary 

～

検 

索

少年に関するご相談　ヤングテレホン広島　☎082-228-3993
　　　　　　　　　　少年サポートセンターふくやま　☎084-925-7011

イメージガール水着撮影会
ヒストリックカーミーティング
&パレード
ヒストリックカーミーティング
&パレード イメージガール水着撮影会

入場料

豊松小学校グラウンド他 周辺施設
（広島県神石郡神石高原町下豊松５３２３番地）

場所

公式ホームページ

安芸戦士メープルカイザー
ヒーローショー
安芸戦士メープルカイザー
ヒーローショー

広島県公認児童虐待防止ヒーロー広島県公認児童虐待防止ヒーロー

太鼓ユニット『我龍』ライブ太鼓ユニット『我龍』ライブ
小原春香ライブ
（元AKB48/ 元 SDN48）
小原春香ライブ
（元AKB48/ 元 SDN48）

盗　　難　２件
器物損壊　１件

芳

jinsekikougen information
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昔
な
が
ら
の
手
作
り
豆
腐
を
皆
さ
ん
へ

「
中
西
の
豆
腐
屋
」と
し
て
約
80
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
池
田

さ
ん
宅
の
豆
腐
作
り
。
政
宏
さ
ん
ご
夫
婦
は
３
代
目
と
し
て
、

現
在
は「
池
田
豆
腐
店
」と
名
を
改
め
代
々
の
味
を
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。

池
田
さ
ん
の
１
日
は
朝
３
時
半
の
湯
沸
か
し
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
日
曜
日
を
除
い
て
、
毎
日
50
～
60
丁
の
豆
腐
を
作
り
、
７

時
に
は
地
元
の
商
店
に
卸
さ
れ
ま
す
。「
朝
ご
は
ん
の
み
そ
汁

に
間
に
合
う
よ
う
に
、
豆
腐
屋
の
朝
は
早
い
」と
話
さ
れ
る
政

宏
さ
ん
。
気
温
や
湿
度
で
変
る
大
豆
の
水
へ
の
浸
け
具
合
、
加

熱
時
間
や
温
度
調
節
、
混
ぜ
方
な
ど
、
40
年
の
勘
を
頼
り
に
政

宏
さ
ん
と
峯
子
さ
ん
の
連
係
プ
レ
ー
で
、
外
は
固
く
て
中
は
柔

ら
か
く
、
大
豆
の
旨
み
と
香
り
が
引
き
立
つ
昔
な
が
ら
の
手
作

り
木
綿
豆
腐
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

か
つ
て
、
町
内
に
数
件
あ
っ
た
豆
腐
屋
さ
ん
も
、
今
は
池
田

豆
腐
店
の
み
と
な
り
ま
し
た
。「
豆
腐
作
り
は
手
間
が
か
か
り
、

夏
は
暑
く
冬
は
寒
い
中
で
の
作
業
で
と
て
も
体
力
を
使
う
。
し

か
し
、
先
祖
が
作
っ
た
味
を
自
分
た
ち
の
代
で
絶
や
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
、
と
い
う
思
い
で
今
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
お

い
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
声
を
励
み
に
、

体
を
動
か
せ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
体
力
が
続
く
限
り
作
り
続
け

た
い
」池
田
さ
ん
ご
夫
婦
の
豆
腐
作
り
へ
の
思
い
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

下 豊 松 振 興 会

池
い け

田
だ

　政
ま さ

宏
ひ ろ

さん

　　　峯
み ね

子
こ

さん

小
こ
田
だ
　結

ゆ
月
づき

ちゃん（井関大矢）森
もり

岡
おか

　梅
うめ

乃
の

ちゃん（仙養東）
☆親の願い　愛嬌

たっぷり，元気

いっぱい大きくなっ
てね♥

☆親の願い　いつまでも家族の癒
しでいてね♥

瀬
せ

尾
お

　美
み

咲
さき

ちゃん（上）
☆親の願い　笑顔の絶えない元気な子に育ってね。

山
やま

内
うち

　咲
さ
和
わ
ちゃん（井関大矢）

☆親の願い　元気
で思いやりのあ

る子に育ってね♥

No.84

神石高原町

神石高原町民憲章
●みんなで　人

じん

生を楽しもう
●みんなで　元

げん

気に暮らそう
●みんなで　責

せき

任を持とう
●みんなで　挑

ちょう

戦しよう
●みんなで　行

こう

動しよう

2歳のおたんじょうびの
お友達を紹介します。

この広報紙は環境にやさしい再生紙と，大豆油インキを使用しています。
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